
Q&A 地域アカデミア開設記念 Web講座「鎌倉の史跡を巡る歴史講座」（後編） 

 

受講生からの質問に対しては、事務局で取りまとめた上、受講生のみが 

アクセスできる本 HP「資料室」上で共有できるようにします。 

今回の講義内で受講生から以下の質問が寄せられましたので、講師の先生から

のご回答を掲載いたします。なお、内容は随時更新されます。 

 

 

（2022.11.01） 

Q1： 

1回目の 2ページ目の地図で、山側東西道とあります。2回目の講座で、化粧

坂が頼朝の頃に整備と、ありますが、山側東西道とは、化粧坂を通る道という

ことでしょうか。 

頼朝や政子が、鎌倉入りをしたのは、化粧坂を通ってきたと考えられますか。 

頼朝以前に、鎌倉に入れたメインの道は、どの切り通しだったのですか。 

 

A1： 

山側東西道は平安時代から使われていたルートで、化粧坂と道筋は重なりま

す。 

ただ、切り通しなどの整備は頼朝の鎌倉入り後で、頼朝や政子はまだ険しいま

まの化粧坂ルートを通って入ってきたのでしょう。 

頼朝以前のメインの道は、海側東西道（切り通しではない）だったと考えら

れます。 

Q2： 

講座の中で、段葛の置石が、四角い切り石とのお話があったと思うのですが、

善宝寺の地図で、マージャンパイのような四角との説明で、私は、レンガのよ

うな直方体と理解したのですが、それでよろしいですか？ 翌日の大河で、段

葛の石が、ゴツゴツとした直方体とはちょっと違うような石に見えました。 

 

A2： 

 江戸時代までは直方体の石だったのですが、近代になって、今の段葛で見る

ような丸い石に変わりました。 

 

 

 


